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詞林　第63号　2018年6月

は
じ
め
に

　

美
作
国
南
三
郷
の
惣
社
で
あ
る
木
山
宮
、
そ
の
後
を
継
承
す
る
木
山

寺
（
岡
山
県
真
庭
市
）
に
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
年
の
失
火
以

降
に
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
典
籍
類
が
蔵
内
に
纏
ま
っ
て
残
さ
れ

て
い
る
。
近
年
我
々
は
継
続
し
て
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
木
山
寺
蔵
書
の
中
に
は
高
野
山
日
光
院
・
増
長
院
か
ら
の
大
量

の
流
入
本
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
や
、
備
前
・
備
中
の
諸
寺
と
の
人
的
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た）

（
（

。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
木
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
一
際
不
思
議
の
感

を
抱
か
せ
る
写
本
が
伝
来
し
て
い
る
。即
ち
、『
多
羅
山
一
乗
院
略
縁
起
』

と
『
摂
津
国
尊
鉢
邑
一
乗
院
記
』
で
あ
る
。
こ
の
両
本
は
、
大
阪
府
池

田
市
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院
、
多
羅
山
一
乗
院
の
縁
起
で
あ
り
、

一
乗
院
は
近
く
の
釈
迦
院
と
共
に
か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
若

王
寺
の
塔
頭
で
現
存
す
る
寺
院
の
内
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
そ
の
縁
起
な
ど
の
存
在
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
若

王
寺
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
寺
院
の
歴
史
は
、
釈
迦
院
の
寺
伝
に
依
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
種
の
一
乗
院
縁
起
に
関
し
て
、

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
木
山
寺
へ
の
伝
来
に
関
し
て
も
聊

か
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

一
、
鉢
多
羅
山
若
王
寺
を
廻
る
二
つ
の
寺
院

　

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
待
兼
山
に
は
、
か
つ
て
多
く
の

寺
院
が
伽
藍
を
並
べ
て
い
た
。
中
で
も
高
法
寺
は
山
号
を
待
兼
山
と
い

い
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
行
基
開
基
で
、
歌
名
所
待
兼
山
の
絶
頂
に

位
置
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
付
近
は
行
基
の
開
基
を
標
榜
す

る
寺
院
が
多
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
乗
院
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

阪
大
生
が
通
学
に
必
ず
通
る
国
道
一
七
六
号
線
「
石
橋
阪
大
下
」
と
い

う
交
差
点
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
池
田
方
面
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行

く
と
、
箕
面
川
を
渡
っ
て
直
ぐ
に
井
口
堂
と
い
う
交
差
点
が
あ
る
。
こ

の
辺
り
は
旧
能
勢
街
道
と
有
馬
道
の
分
岐
点
で
あ
り
、
江
戸
初
期
頃
の

も
の
と
さ
れ
る
道
標
も
現
存
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
五
〇
〇
メ
ー

木
山
寺
所
蔵
の
「
多
羅
山
一
乗
院
縁
起
」
に
つ
い
て

中
山�　

一
麿
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ト
ル
ほ
ど
進
む
と
「
鉢
塚
」
と
い
う
交
差
点
が
あ
り
、
一
乗
院
と
釈
迦

院
は
と
も
に
そ
の
付
近
か
ら
北
に
入
っ
た
辺
り
に
所
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
寺
院
の
歴
史
は
、「
尊
鉢
」
と
い
う
地
名
に
残
る
よ
う
に
、

そ
の
昔
行
基
が
夢
で
感
得
し
た
釈
尊
の
鉢
を
、
近
く
の
岩
窟
か
ら
掘
り

出
し
た
と
い
う
奇
伝
に
由
来
し
て
い
る
。
現
在
も
そ
の
鉢
は
釈
迦
院
に

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
釈
迦
院
は
「
尊
鉢
厄
神
」
と
し
て
多

く
の
信
仰
を
集
め
て
い
る）

（
（

。
一
方
で
一
乗
院
で
は
、
そ
の
後
巡
錫
し
た

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
雨
宝
童
子
を
祀
り
、
何
で
も

融
通
し
て
く
れ
る
仏
「
融
通
尊
之
霊
場
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
若
王
寺
を
は
じ
め
釈
迦
院
及
び
一
乗
院
に
関
す
る
史
料
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
完
成
の
『
摂

陽
群
談
』
に
「
釋
迦
院　

同
郡
才
田
村
に
あ
り
。
當
寺
傳
來
の
寳
物
、

佛
在
世
の
鐵
鉢
は
、
當
荘
の
窟
よ
り
出
た
り
。
因
っ
て
院
名
釋
迦
院
と

號
し
、
地
名
尊
鉢
と
號
す
。
眞
言
僧
守
之
。」
と
あ
る
他
、『
大
阪
府
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物　

第
二
冊
』（
昭
和
三
年
発
行
、
大
阪
府
學
務
部
）

の
「
釋
迦
院
」
の
項
に
寺
伝
を
元
に
し
た
紹
介
記
事
が
あ
る
程
度
で
、

そ
の
後
の
地
誌
類
も
そ
れ
ら
の
記
述
の
範
疇
に
あ
る
。
こ
の
釈
迦
院
の

寺
伝
に
は
、
恐
ら
く
典
拠
に
し
た
「
釈
迦
院
縁
起
」
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
現
在
は
そ
の
有
無
、
所
在
に
関
し
て
も
未
詳
で
あ
る
。
こ
の

様
な
状
況
の
下
、
今
回
木
山
寺
か
ら
一
乗
院
の
縁
起
が
二
種
出
て
き
た

こ
と
は
、
当
地
の
地
誌
を
検
討
す
る
上
で
も
興
味
深
い
史
料
と
な
ろ
う
。

以
下
、
そ
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
釈
迦
院
寺
伝
と
の
相
違
点
を
中
心
に
課

題
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
『
摂
津
国
尊
鉢
邑
一
乗
院
記
』（
以
降
、『
一
乗
院
記
』と
略
す
）は
、「
長

享
二
歳
六
月
初
八
日
」
の
奥
書
を
有
す
る
漢
文
体
の
縁
起
で
あ
る
。
巻

子
装
、
全
四
紙
、
縦
二
九
．
六
糎
、
一
紙
平
均
二
十
行
で
、
や
や
厚
手

の
楮
斐
混
じ
り
雲
母
入
り
紙
を
使
用
し
、
紙
継
ぎ
後
に
淡
墨
界
線
を
引

い
て
い
る
。
本
文
筆
跡
は
新
し
く
、
江
戸
後
期
以
降
の
書
写
と
見
ら
れ

る
。
一
方
『
多
羅
山
一
乗
院
略
縁
起
』（
以
降
、『
略
縁
起
』
と
略
す
）

は
「
文
政
五
年
牛
乃
孟
冬
／
現
住
阿
闍
梨
快
龍
し
る
す
」
と
の
奥
書
を

有
す
る
和
文
の
縁
起
で
あ
る
。
巻
子
装
な
が
ら
『
一
乗
院
記
』
に
比
し

て
縦
二
三
．
九
糎
と
や
や
小
ぶ
り
で
あ
り
、
料
紙
も
楮
打
ち
紙
を
使
用

し
、
雲
母
は
見
ら
れ
な
い
。
全
四
紙
、
一
紙
平
均
十
七
行
で
紙
継
ぎ
後

に
淡
墨
界
線
を
引
い
て
い
る
。
両
本
共
に
裏
打
ち
補
修
が
成
さ
れ
て
お

り
、
裏
打
ち
紙
は
少
し
ざ
ら
つ
い
た
楮
紙
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
第
一

紙
裏
に
は
裏
打
ち
紙
の
上
か
ら
両
本
共
に
「
尊
鉢
」
と
墨
書
さ
れ
て
お

り
、
同
筆
と
見
て
良
い
。
現
装
か
ら
判
ず
る
に
、
両
本
は
別
の
時
期
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
裏
打
ち
補
修
さ
れ
た
時
期
は
同
じ
と
考

え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
両
本
共
に
軸
心
に
黒
頂
波
文
様
の
丸
棒
軸
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
軸
は
他
の
木
山
寺
所
蔵
の
巻
子
本
の
軸
と
共
通

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
本
の
修
復
は
木
山
寺
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
昭
和
七
年
頃
に
木
山
寺
五
十
世
住
職
で
あ
っ
た
高
峰
秀
海

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
れ
る）

（
（

。
こ
れ
が
何
故
木
山
寺
に
蔵
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
と
し
て
、
先
ず
は
こ
れ
ら
の

縁
起
の
内
容
を
み
て
お
き
た
い
。

　

始
め
に
私
見
を
述
べ
れ
ば
、『
略
縁
起
』
の
成
立
は
奥
書
の
如
く
文
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政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
一
乗
院
現
住
で
あ
っ
た
快
龍
に
よ
っ
て
草
さ

れ
た
と
し
て
良
か
ろ
う
。
丁
寧
か
つ
堂
々
と
し
た
行
書
で
書
か
れ
た
筆

致
か
ら
し
て
も
快
龍
自
筆
の
原
本
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。
一
方
『
一
乗

院
記
』
の
書
写
は
『
略
縁
起
』
と
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
り
、
楷
書
で

書
か
れ
て
い
る
が
筆
致
に
は
拙
な
さ
を
感
じ
る
。
書
写
さ
れ
た
時
期
は

『
略
縁
起
』
よ
り
も
下
っ
て
幕
末
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
目
さ
れ
る
。

内
容
的
に
は
漢
文
の
古
縁
起
で
あ
る『
一
乗
院
記
』（
木
山
寺
本
の
親
本
）

が
元
々
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
抄
出
し
て
和
文
化
し
た
の
が
『
略
縁
起
』

と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
題
は
『
一
乗
院
記
』
の
本
文
が
、
奥
書

に
あ
る
「
長
享
二
歳
（
一
四
八
八
）」
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

而
し
て
そ
の
内
容
は
、
先
ず
「
若
夫
穀
城
牧
玉
鼎
…
」
と
し
て
、
当

地
の
霊
験
を
美
辞
麗
句
を
用
い
て
述
べ
、
続
け
て
奇
珍
の
名
や
そ
の
謂

わ
れ
と
な
る
宝
に
つ
い
て
未
だ
知
ら
な
い
人
に
弁
ず
る
と
し
て
始
ま
る
。

こ
こ
に
は
釈
迦
院
の
寺
伝
に
み
ら
れ
る
、
本
朝
仏
伝
以
前
の
神
功
皇
后

の
征
韓
時
に
百
済
よ
り
仏
舎
利
多
羅
宝
鉢
を
得
て
、
仲
哀
天
皇
の
御
代

に
そ
れ
を
当
地
の
帰
化
人
功
満
王
（
秦
の
始
皇
帝
の
後
胤
）
に
授
け
て
、

そ
の
後
散
逸
を
恐
れ
て
仏
教
弘
通
ま
で
秘
蔵
し
て
い
た
の
が
鉢
塚
だ
、

と
す
る
伝
承
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
釈
迦
院
の
寺
伝
は
荒
唐
無
稽
な
が

ら
そ
の
後
の
釈
迦
院
へ
の
信
仰
を
支
え
る
上
で
非
常
に
魅
惑
的
な
伝
承

と
な
っ
て
い
る
。
当
地
に
は
多
数
の
古
墳
が
現
存
し
、
こ
の
鉢
が
出
て

き
た
と
さ
れ
る
巌
窟
は
近
く
の
五
社
神
社
境
内
に
あ
る
古
墳
の
石
室
を

指
し
て
い
る
。
そ
の
石
室
に
は
現
在
も
室
町
初
期
頃
と
さ
れ
る
十
三
重

の
石
塔
が
あ
り
、
仏
伝
以
前
よ
り
霊
的
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た

地
域
が
中
世
に
は
宗
教
的
空
間
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
加

え
て
、
渡
来
人
の
影
響
も
大
き
く
、
特
に
泰
氏
と
の
繋
が
り
は
多
く
の

指
摘
が
あ
る
所
で
も
あ
る）

（
（

。
こ
の
様
な
素
地
を
巧
に
援
用
し
て
釈
迦
院

の
寺
伝
は
成
り
立
っ
て
お
り
、
寺
院
縁
起
が
地
域
の
信
仰
及
び
生
活
に

浸
透
し
て
い
く
恰
好
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、『
一
乗
院
記
』
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い

な
い
。
一
乗
院
に
と
っ
て
も
こ
の
鉢
の
由
来
に
関
す
る
伝
承
は
重
要
な

要
素
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
神
功
皇
后
や
仲
哀
天
皇
の
時
代
の
伝
承
が
『
一
乗
院
記
』
の
成
立

当
時
に
は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、『
一
乗
院
記
』
長
享
二
年
成
立
の
信
憑
性
が
現
在
一
般
化
し

て
い
る
釈
迦
院
寺
伝
の
成
立
時
期
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
と

思
わ
れ
る
。

　
『
一
乗
院
記
』
の
寺
伝
に
関
す
る
具
体
的
記
述
は
、
天
平
年
中
に
行

基
が
鉢
を
掘
り
出
す
経
緯
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
場
面
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、『
略
縁
起
』
も
「
釈
迦
院
寺
伝
」
も
共
に
霊
夢
に
依
っ
て
行
基
が

鉢
の
場
所
を
感
得
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、『
一
乗
院
記
』
で
は
実

際
に
空
中
の
紫
雲
や
煙
根
な
ど
に
よ
っ
て
行
基
が
そ
の
場
所
に
導
か
れ

て
い
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
行
基
が
感
得
し
た
時
に
居
た

場
所
も
、
他
で
は
「
昆
陽
寺
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
一
乗
院
記
』
は
「
摂

之
昆
陽
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
名
と
し
て
記
し
て
い
る
。
行
基
開
基
と

し
て
知
ら
れ
る
昆
陽
寺
で
あ
る
が
、
行
基
の
逗
留
中
は
寺
院
化
し
て
お
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ら
ず
、
後
に
聖
武
の
勅
願
に
よ
っ
て
伽
藍
整
備
が
成
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
厳
密
に
言
え
ば
、
地
名
と
し
て
記
す
『
一
乗
院
記
』

の
記
述
が
妥
当
と
言
え
、伝
承
過
程
で「
昆
陽
寺
」へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
違
い
は
『
略
縁
起
』
が
先
行
す
る
『
一
乗
院

記
』
を
典
拠
と
し
な
が
ら
も
釈
迦
院
寺
伝
を
も
参
考
に
し
た
為
に
生
じ

た
と
解
し
て
お
き
た
い
。

　

釈
迦
院
寺
伝
と
の
最
も
大
き
な
差
は
、
釈
迦
院
寺
伝
で
は
岩
窟
で
掘

り
出
さ
れ
た
の
は
鉢
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
一
乗
院
記
』
で

は
「
一
瓦
鉢
」
と
「
一
石
凾
」
を
掘
り
出
し
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
石
函
を
開
く
と
玉
軸
金
泥
の
「
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
が
入
っ

て
い
た
と
す
る
。
行
基
よ
り
こ
の
宝
器
出
現
の
報
告
を
受
け
た
聖
武
天

皇
は
、
世
に
始
め
て
一
梵
宇
を
草
創
し
て
、
こ
の
鉢
と
経
を
納
め
、
多

羅
山
一
乗
院
と
勅
号
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
乗
院
の
名
が
「
一
乗

妙
法
蓮
華
経
」
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
は
、
そ
の
後
、
鉢
と
経
を
掘
り
出
し
た
岩
窟
に
神
廟
を
遷
し
入

れ
て
、
若
王
寺
の
號
を
加
え
た
と
伝
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
若
王

寺
の
塔
頭
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
が
釈
迦
院
と
一
乗
院
で
あ
る
と
い

う
釈
迦
院
寺
伝
に
基
づ
く
説
に
反
し
、「
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
の
出
現

に
由
来
す
る
一
乗
院
が
は
じ
め
に
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
若
王
寺
が
後
か

ら
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。『
一
乗
院
起
』
の
出
現
は
、

現
在
は
廃
絶
し
た
若
王
寺
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
釈
迦
院
・
一
乗
院
の
関

係
が
一
様
で
は
無
か
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
『
一
乗
院
記
』
は
、「
鉢
」
に
関
す
る
記
述
で
釈
迦
院
寺
伝

と
重
な
り
つ
つ
も
、
釈
迦
院
寺
伝
で
は
触
れ
て
い
な
い
弘
法
大
師
の
来

歴
に
関
す
る
点
を
詳
述
す
る
。
即
ち
、
高
祖
遍
昭
金
剛
が
一
乗
院
で
鉢

と
経
を
拝
し
て
、
自
ら
雨
宝
童
子
と
春
日
龍
神
を
彫
像
し
た
と
し
、
加

え
て
、
毘
盧
普
門
之
妙
像
を
自
ら
刻
ん
で
五
層
の
塔
を
建
て
て
そ
こ
に

安
置
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
を
塔
輪
寺
と
言
い
一
乗
院
の
奥
院
と

し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
雨
宝
童
子
と
春
日
龍
神
は
現
在
も
一
乗
院

に
伝
わ
っ
て
い
て
、
共
に
池
田
市
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

制
作
年
代
は
室
町
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
岩
窟
内
の
十
三

重
の
塔
が
室
町
初
期
と
目
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
る
と
、
弘
法
来

歴
の
伝
承
も
室
町
初
期
頃
に
起
源
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
頃
に
起
こ
っ
た
一
連
の
動
き
が
長
享
二
年
の
『
一
乗
院
記
』
成
立

に
繋
が
っ
た
と
考
え
れ
ば
尤
も
ら
し
い
。

　

一
方
、「
毘
盧
普
門
之
妙
像
」
を
安
置
し
た
と
言
わ
れ
る
塔
輪
寺
に

関
し
て
は
容
易
に
確
認
で
き
な
い
。『
一
乗
院
記
』は「
塔
輪
寺
」に「
後

俗
呼
大
日
堂
」
と
の
割
書
注
を
付
す
が
、
大
日
堂
の
存
在
も
現
在
は
知

る
人
も
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
乗
院
蔵
『
摂
州
豊
嶋
郡
尊
鉢
邑
多
羅

山
若
王
寺
一
乗
院
惣
檀
那
先
凶
霊
名
簿
一
巻
』（
以
降
、『
一
乗
院
霊
名

簿
』）
に
は
「
多
羅
山
若
王
寺
一
乗
院
暦
代
」
と
し
て
開
基
行
基
に
続
き
、

「
真
言
開
祖
弘
法
大
師　

弘
仁
二
年
」
と
あ
り
、
そ
の
横
に
「
并
塔
輪

寺
開
発
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
冒
頭
に
「
古
記
頗
多
脱
落
故

與
日
別
霊
記
校
合
之
改
記　

歳
次
辛
巳
文
政
四
年
夏
六
月
（
中
略
）
現

住
法
印
快
龍
識
之
」
と
あ
り
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
当
時
の
住

職
で
あ
っ
た
快
龍
に
よ
っ
て
『
古
記
』
と
『
日
別
霊
記
』
を
校
合
し
て
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起
筆
さ
れ
た
も
の
と
解
る
。
加
え
て
、
本
堂
斜
め
前
に
あ
る
大
日
如
来

石
像
の
基
壇
部
分
の
刻
銘
に
は
「
現
住
法
印
快
龍
誌/

多
羅
山
若
王
寺

/

一
乗
之
奥
院
者/

高
祖
弘
法
大
師/

所
□
建
□
塔
之/

口
口
也
故
号

曰
」
と
の
文
字
が
判
読
で
き
、
像
の
背
面
に
は
「
文
政
十
二
年
」
の
年

記
も
確
認
出
来
る
。
本
像
は
、
現
住
長
谷
川
康
雄
師
の
談
に
よ
れ
ば
、

一
乗
院
の
北
西
、
現
在
の
産
業
技
術
総
合
研
究
所
関
西
セ
ン
タ
ー
付
近

か
ら
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
「
多
羅
山
一
乗
院

財
産
目
録
」（
昭
和
二
十
一
年
）
に
よ
れ
ば
、「
尊
鉢
大
日
前
三
四
〇
」

を
「
昭
和
十
五
年
一
月
陸
軍
省
用
地
ニ
賣
却
」
と
見
え
て
お
り
、
恐
ら

く
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
地
は
西
国
街
道
沿
い
に

あ
り
、
周
り
に
は
現
在
も
阿
波
堂
、
地
蔵
堂
、
薬
師
堂
な
ど
と
通
称
さ

れ
る
堂
が
並
ん
で
い
る
。
一
乗
院
の
奥
院
と
し
て
「
俗
呼
大
日
堂
」
が

あ
っ
た
場
所
と
し
て
も
相
応
し
い
と
言
え
る
。こ
れ
に
よ
り
塔
輪
寺（
大

日
堂
）
の
実
在
と
、
現
在
一
乗
院
本
堂
斜
め
前
に
あ
る
石
像
が
元
は
そ

の
本
尊
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
現
存
す
る
石
仏
は
大
師

自
刻
の
仏
像
で
は
な
く
、
文
政
十
二
年
に
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。そ
れ
に
先
行
す
る
大
師
自
刻
の「
毘
盧
普
門
之
妙
像
」が
有
っ

た
か
ど
う
か
は
確
認
出
来
な
い
。
従
っ
て
『
一
乗
院
記
』
が
現
在
忘
れ

ら
れ
た
塔
輪
寺
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
と
な
る
と
は
言
え
、
こ
れ
を
以

て
『
一
乗
院
記
』
の
成
立
が
中
世
ま
で
遡
る
証
左
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
『
一
乗
院
起
』
の
説
く
内
容
を
更
に
検
証
し
て
み
る

こ
と
に
す
る
。
先
ず
岩
窟
か
ら
出
て
き
た
と
さ
れ
る
「
一
乗
妙
法
蓮
華

経
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
現
在
の
一
乗
院
に
は
そ
の
原
本
は
勿
論
、

か
つ
て
そ
の
よ
う
な
宝
物
を
所
蔵
し
て
い
た
と
す
る
伝
承
も
痕
跡
も
見

当
た
ら
な
い
。
一
乗
院
と
い
う
寺
号
が
そ
の
名
残
り
を
伝
え
て
い
る
と

も
解
せ
る
が
、
案
外
名
に
引
き
つ
け
て
後
代
に
付
さ
れ
た
説
で
あ
る
と

も
考
え
得
る
。

　

次
に
「
尊
鉢
」
の
村
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
一
乗
院
起
』
は
「
尊

鉢
之
村
名
職
而
期
由
也
」
と
し
て
お
り
、
若
王
寺
の
創
建
後
ま
も
な
く

付
さ
れ
た
村
名
で
あ
る
と
す
る
が
、現
状
で
は
文
禄
年
間
の
史
料
に「
尊

鉢
」
と
見
え
る
の
が
最
も
早
い
。
従
っ
て
、
聖
武
や
行
基
の
時
代
ま
で

遡
る
こ
と
は
論
外
と
し
て
も
、『
一
乗
院
起
』
の
奥
書
に
見
ら
れ
る
長

享
二
年
ま
で
遡
れ
る
村
名
で
あ
っ
た
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。

　

続
け
て
「
祭
田
」
の
地
名
に
関
す
る
記
述
も
見
て
お
こ
う
。
釈
迦
院

寺
伝
で
は
「
齋
田
三
百
石
を
賜
は
り
」
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
の
こ

と
か
も
明
確
に
は
記
さ
れ
な
い
。
一
方
、『
一
乗
院
記
』
は
「
弘
仁
十

三
年
新
寄
荘
田
数
箇
所
祭
田
今
謂
才
田
其
一
也
以
充
祭
祀
之
料
」
と
し

て
空
海
の
来
歴
を
期
に
嵯
峨
天
皇
よ
り
賜
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か

も
「
祭
田
」
に
は
「
今
謂
才
田
」
と
割
書
を
付
し
て
注
し
て
い
る
。「
才

田
」
の
村
名
は
『
五
畿
内
志
』
や
『
摂
陽
群
談
』
に
見
ら
れ
る
が
「
元

禄
郷
帳
」
や
「
天
保
郷
帳
」
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
近

世
初
期
頃
ま
で
通
称
さ
れ
て
い
た
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
今
謂
才
田
」
と
記
す
『
一
乗
院
記
』
の
成
立
は
当
地
が
「
才
田
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
近
世
初
期
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、「
才
田
」

と
い
う
地
名
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
復
活
し
て
町
名
に
採
ら
れ
て
お
り
、

在
地
で
は
近
世
期
を
通
し
て
俗
称
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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従
っ
て
『
一
乗
院
記
』
が
近
世
初
期
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
比
定

す
る
材
料
と
し
て
は
弱
い
。

　

如
上
の
如
く
『
一
乗
院
記
』
の
成
立
は
、
俄
に
断
じ
が
た
い
。
私
見

で
判
ず
れ
ば
、
近
世
初
期
頃
ま
で
は
遡
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り

長
享
二
年
成
立
と
す
る
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
成
立
は
、
一
乗
院
史
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
史
に

も
広
く
影
響
す
る
も
の
と
言
え
る
が
、
現
状
で
は
史
資
料
と
し
て
は
参

考
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
他
に
明
確
な
文
字
史
料
が
無
い
当
地
に

お
い
て
は
、
長
享
二
年
成
立
を
鵜
呑
み
に
は
出
来
な
い
が
、
参
照
す
べ

き
価
値
は
十
分
に
あ
ろ
う
。

二
．
木
山
寺
へ
の
移
入
に
つ
い
て

　

最
後
に
こ
の
二
種
の
縁
起
が
現
在
木
山
寺
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。
既
述
の
如
く
、
こ
の
二
つ
の
巻
子
本
は
木
山
寺
に
於
い
て

修
復
さ
れ
て
お
り
（
昭
和
初
期
ヵ
）、
二
巻
共
に
同
時
期
に
木
山
寺
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
略
縁
起
』
は
文
政
四
年
の
快
龍

の
奥
書
を
も
っ
て
お
り
、
木
山
へ
の
移
入
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
。
快
龍

は
高
野
山
釈
迦
文
院
一
代
の
龍
珍）

（
（

の
法
を
受
け
、
秀
栄
（
勝
尾
寺
正
智

院
世
代
又
帝
尺
寺
中
興
、
延
宝
六
年
寂
）
よ
り
数
え
て
第
十
九
代
の
一

乗
院
住
職
で
あ
る
。「
當
寺
再
建
」（『
一
乗
院
霊
名
簿
』）
と
記
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
も
、
伽
藍
の
整
備
な
ど
に
尽
力
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
も
触
れ
た
通
り
、『
一
乗
院
霊
名
簿
』（
文
政
四
年
）
の
起
筆
主
で

あ
り
、
大
日
像
石
仏
（
文
政
十
二
年
）
の
願
主
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
そ
の
活
動
は
主
に
文
政
年
間
に
行
わ
れ
た
事
が
解
る
。
後
に
今

津
真
福
寺
へ
転
住
し
て
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
五
月
五
日
に
入

滅
し
た
と
記
さ
れ
る
（『
一
乗
院
霊
名
簿
』）。

　

こ
こ
で
一
乗
院
歴
代
を
見
て
み
る
と
、
天
明
四
年
に
寂
し
た
観
心
と

い
う
僧
に
注
目
し
た
い
。
観
心
は
一
乗
院
中
興
と
さ
れ
る
僧
で
、
高
野

山
成
蓮
院
一
代
真
源
を
師
と
し
て
い
る
こ
と
が
『
一
乗
院
霊
名
簿
』
に

見
ら
れ
る
。
真
源
は
当
時
の
高
野
山
を
代
表
す
る
碩
学
で
、
彼
の
流
派

は
備
前
岡
山
の
安
住
院
で
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
伝
法
・
結
縁
の

二
会
灌
頂
を
行
い
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
真
源
相
承
の
三
宝
院
憲
深
方

の
一
流
伝
授
を
広
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
安
住
院
と
も
関
わ
り

の
深
い
木
山
寺
尊
高
（
一
七
二
八
―
一
八
一
〇
）
に
よ
っ
て
木
山
寺
に

も
相
伝
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
木
山
寺
は
近
世
期
を
通
し
て
高
野
山
高
祖
院
末

で
あ
り
高
野
山
と
の
繋
が
り
は
深
い
も
の
が
あ
る
。
中
で
も
真
源
の
法

流
に
よ
る
備
前
・
美
作
へ
の
教
線
拡
大
期
は
、
関
係
す
る
僧
の
往
来
が

最
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
乗
院
も
ま
た
観
心
や
快
龍

の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
高
野
山
と
の
繋
が
り
は
深
い
。
一
乗
院
は
高
野

山
か
ら
備
前
・
美
作
へ
の
街
道
沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、
特
に
真
源
相

承
の
法
流
と
い
う
共
通
性
を
加
味
す
れ
ば
、
途
中
の
宿
所
と
し
て
機
能

し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
木
山
寺
と
一
乗
院
を
結
び
つ
け

た
の
は
、
こ
の
真
源
の
時
代
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
明
治
期
の
神
仏
分
離
の
影
響
で
木
山
寺
も
混
乱
期
を
迎
え

る
が
、
一
方
で
こ
の
時
期
を
境
に
他
所
の
典
籍
の
待
避
場
所
に
も
な
っ

て
い
る
。
高
野
山
内
で
退
転
し
た
日
光
院
・
増
長
院
所
蔵
の
典
籍
の
一
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部
も
、
結
果
的
に
木
山
寺
に
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る）

（
（

の
は
、
木
山
寺

で
は
焚
書
行
為
な
ど
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
為
で
有
ろ
う
。
こ
の
時
期
に

寺
伝
を
顕
彰
す
る
重
要
な
縁
起
を
木
山
寺
に
託
し
た
と
し
て
も
不
思
議

は
無
か
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
一
乗
院
先
代
が
書
き
残
さ
れ
た

『
多
羅
山
若
王
寺
一
乗
院
由
緒
書
』
と
い
う
便
箋
に
書
か
れ
た
も
の
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
木
山
寺
に
あ
る
は
ず
の
二
種
の
縁
起
を
踏
襲
し
な

く
て
は
書
け
な
い
内
容
が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
昭
和

の
大
戦
中
…
」
と
い
う
く
だ
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
戦
後
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
先
住
は
現
在
木
山
寺
に
あ
る
縁
起

の
内
容
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
既
に
昭
和
初
期
ま
で

に
こ
の
二
種
の
縁
起
が
木
山
寺
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
述
し
た
通
り
修

復
の
痕
跡
か
ら
間
違
い
有
る
ま
い
。

　

と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
の
は
一
乗
院
に
も
同
じ
縁
起
が
残
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
そ
の
所
在
の
確
認
が
取
れ
な
い
だ

け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
も
し
一
乗
院
に
も
同
じ
縁
起
が
残
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
木
山
寺
蔵
『
一
乗
院
記
』
の
親
本
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
事
を
整
理
し
て
考
え
る
と
、
最
も
早
く

か
ら
あ
っ
た
の
が
『
一
乗
院
記
』
で
（
但
し
中
世
ま
で
遡
れ
る
か
は
依

然
と
し
て
存
疑
）、
そ
れ
を
元
に
文
政
五
年
に
快
龍
に
よ
っ
て
釈
迦
院

の
寺
伝
を
加
味
し
つ
つ
作
ら
れ
た
の
が
『
略
縁
起
』
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
木
山
寺
へ
移
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
略
縁
起
』
は
原

本
を
、『
一
乗
院
記
』
は
複
本
を
書
写
し
て
持
ち
去
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
時
期
は
神
仏
分
離
の
状
況
下
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
高

い
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
木
山
寺
で
の
修
復
を
経
て
、
現
在
も
木
山
寺

所
蔵
の
典
籍
と
し
て
存
し
て
い
る
、
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

資
料
提
供
に
惜
し
み
な
く
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
木
山
寺
住
職
高
峰
秀

光
師
、
並
び
に
一
乗
院
住
職
長
谷
川
康
雄
師
に
は
心
よ
り
深
謝
申
し
上

げ
る
。
と
同
時
に
、
現
状
で
は
『
一
乗
院
記
』
の
長
享
二
年
奥
書
を
要

検
討
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
し
か
し
、
想
定
外
の

と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
二
種
の
縁
起
に
つ
い
て
、
内
容
と
伝
来
に
関
す

る
問
題
提
起
に
は
な
っ
た
か
と
思
う
。
今
後
、
当
地
の
史
資
料
と
し
て

認
知
さ
れ
、
多
方
面
か
ら
の
史
料
批
判
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
因
っ
て
、

『
一
乗
院
記
』
の
虚
と
実
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

【
附
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
、
課
題
番
号
「15H

03181

」
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
方
針
で
行
っ
た
。

・
原
本
行
取
り
は
全
て
追
い
込
み
と
し
た
。

・
異
字
体
・
片
字
・
旧
漢
字
等
は
電
子
入
力
可
能
な
範
囲
で
原
本
に
近

い
字
体
を
優
先
し
て
採
用
し
た
。
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《
翻
刻
》

多
羅
山
一
乗
院
略
縁
起

抑
摂
津
国
豊
嶋
郡
尊
鉢
邑
多
羅
山
若
王
寺
一
乗
院
開
闢
之
濫
觴
を
尋
る

に
往
昔
人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
の
御
宇
天
平
年
中
に
行
基
菩
薩
当
国

昆
陽
寺
に
ま
し
ま
し
て
あ
る
夜
不
思
議
の
霊
夢
を
感
し
給
ひ
明
朝
起
き

見
給
ふ
に
忽
艮
の
方
に
當
て
あ
や
し
き
光
り
地
よ
り
起
て
雲
を
つ
ら
ぬ

け
り
急
き
其
所
に
赴
き
地
を
あ
は
か
せ
見
給
ふ
事
壹
丈
餘
則
石い

わ
や窟
の
中

よ
り
一
つ
の
石
鉢
を
堀
出
せ
り
行
基
見
給
ひ
て
是
は
む
か
し
釋
尊
の
御

鉢
此
所
に
飛
来
れ
る
な
り
と
て
拝
し
給
ふ
是
よ
り
後
此
里
を
尊
鉢
村
と

名
付
た
り
時
に
虚
空
に
聲
有
て
曰
此
所
は
諸
佛
転
輪
の
地
菩
薩
利
生
の

砌
な
り
と
行
基
感
歎
し
て
既
に
草
堂
を
建
立
し
自
ら
大
悲
観
自
在
尊
の

霊
像
を
彫
刻
し
安
置
し
給
ふ
此
よ
し
帝
の
叡
聞
に
達
し
聖
武
皇
帝
御
感

の
餘
り
此
地
に
伽
藍
を
草
創
せ
し
め
勅
し
て
多
羅
山
若
王
寺
一
乗
院
と

号
し
玉
ふ
其
後
弘
仁
五
年
の
春
高
祖
弘
法
大
師
此
地
に
遊
化
し
給
ひ
暫

當
寺
に
湯
を
駐
め
給
ひ
恭
し
く
本
尊
を
拝
し
て
雨
宝
童
子
春
日
龍
神
の

両
像
を
彫
刻
し
脇
士
と
し
て
三
尊
威
徳
の
霊
光
を
顕
し
當
寺
を
再
興
あ

つ
て
真
言
宗
を
開
闢
し
給
ふ
則
當
院
今
の
本
尊
な
り
此
事
嵯
峨
天
皇
叡

信
ま
し
ま
し
て
弘
仁
十
三
年
に
新
に
荘
田
数
ヶ
所
を
寄
附
し
祭
祠
の
料

と
成
し
玉
ふ
祭さ

い

田で
ん

も
其
中
の
一
つ
な
り
後
の
人
あ
や
ま
つ
て
才さ

い

田だ

と
い

ふ
又
大
師
別
所
に
宝
塔
を
建
立
し
自
ら
大
日
如
来
の
尊
像
を
彫
刻
し
安

置
し
て
塔
輪
寺
と
号
し
給
ふ
今
俗
に
呼
て
大
日
堂
と
い
ふ
則
當
院
の
奥

の
院
な
り
し
か
し
よ
り
已
来
瑜
伽
の
法
水
た
ゆ
る
事
な
く
其
霊
験
具
に

記
に
い
と
ま
あ
ら
す
是
薩
埵
の
御
利
益
い
と
し
る
す
ゆ
へ
な
り
む
か
し

は
伽
藍
僧
坊
多
し
と
い
へ
と
も
物
換
り
時
移
り
て
興
廃
亦
多
し
今
潮
一

乗
院
釈
迦
院
二
院
の
み
残
れ
り
然
あ
れ
と
も
當
寺
本
尊
の
威
光
あ
つ
く

信
仰
の
人
は
現
世
の
利
益
の
み
に
あ
ら
す
当
来
は
猶
す
く
ひ
た
ま
は
む

御
誓
ひ
何
そ
貴
し
か
ら
す
と
し
か
い
ふ

文
政
五
年
牛
乃
孟
冬

現
住
阿
闍
梨
快
龍
し
る
す

摂
津
国
尊
鉢
邑
一
乗
院
記

若
夫
穀
城
牧
玉
鼎
而
深
更
発
光
暉
霊
嶽
包
鋭
剣
而
衝
天
吐
彩
曜
温
潤
盈

内
則
英
気
漏
外
徳
澤
現
外
則
綏
柔
厚
内
是
故
恩
覃
金
石
則
涼
風
出
徳
臻

幽
微
則
景
星
露
歌
詠
之
聲
唱
四
方
而
朱
草
生
人
君
之
徳
合
乾
坤
而
萱
莢

茂
泊
如
和
璧
待
時
而
得
竒
珍
之
名
宛
馬
入
華
而
壇
騏
龍
之
美
按
剣
之
徒

空
馳
未
知
其
蘊
奥
解
宝
之
人
試
辨
能
識
其
異
珍
乎
往
昔
天
平
年
中
有
行

基
大
士
徳
行
充
宇
宙
而
遊
化
應
物
神
智
争
日
月
而
巧
益
絶
倫
聖
武
皇
帝

寵
崇
之
殆
超
釋
輪
槐
棘
臣
佐
敬
慕
之
頗
勝
天
祠
偶
然
居
摂
之
昆
陽
多
年

于
斯
矣
俄
然
謄
望
空
際
則
紫
煙
靉
靆
竒
然
感
偶
祥
瑞
而
進
止
彳
亍
暫
捜

烟
根
深
抱
恠
志
能
察
詳
観
則
発
於
地
徹
于
天
直
如
竿
也
進
歩
艮
則
届
一

石
崫
於
是
命
郷
民
穿
地
丈
餘
得
一
瓦
鉢
与
一
石
凾
乃
開
凾
則
一
乗
妙
法

蓮
華
経
玉
軸
放
光
泥
金
射
歩
捧
鉢
而
觸
物
則
其
声
鏗
鏘
而
清
亮
也
深
尺

餘
径
合
之
容
一
斗
計
量
軽
不
満
于
一
百
銖
也
世
俗
以
似
石
傅
謂
石
鉢
也

司
州
衛
士
度
感
天
鉢
於
空
中
事
見
異
苑
亦
以
應
合
覩
焉
也
大
士
感
稱
彌
篤
以

件
々
奏
于
帝
叡
歎
宝
器
之
出
現
于
世
肇
草
創
一
梵
宇
而
以
納
彼
経
鉢
且

使
基
司
其
事
勅
號
多
羅
山
一
乗
院
後
人
還
遷
神
廟
於
石
崫
加
若
王
寺
號
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也
蓋
依
経
鉢
之
感
得
也
尊
鉢
之
村
名
職
而
期
由
也
為
其
地
形
乎
左
鳩
峯

和
光
碧
流
常
通
慈
航
右
馬
山
醫
王
温
泉
鎭
施
救
療
浪
華
麗
城
映
朝
暉
兜

卒
霊
嶽
凝
暮
煙
大
士
深
察
鉢
是
大
悲
之
持
物
経
乃
観
在
之
三
明
詳
古
佛

転
輪
之
勝
境
将
来
弘
教
之
霊
域
自
刻
雕
大
悲
観
在
之
妙
像
而
應
帝
之
所

願
也
于
時
天
下
有
大
旱
基
咒
彼
宝
鉢
仰
碧
空
而
持
念
焉
忽
有
青
龍
降
入

鉢
器
天
油
然
興
雲
霈
然
降
雨
大
有
年
焉
何
遺
符
堅
之
憂
哉
或
又
以
鉢
盛

水
焼
香
咒
之
須
曳
鉢
中
生
青
蓮
華
全
似
圖
澄
之
驗
也
是
故
錙
素
敬
仰
之

日
盛
郷
里
崇
祈
之
月
新
而
后
吾
高
祖
遍
照
金
剛
歩
於
紀
之
野
山
詣
于
摂

之
慈
氏
之
日
曳
赴
一
乗
之
刹
拝
経
及
鉢
且
自
雕
雨
宝
童
子
春
日
龍
神
之

兩
像
備
護
法
之
辨
事
也
弘
仁
聖
帝
遙
仰
止
経
鉢
之
威
霊
而
以
弘
仁
十
三

年
新
寄
荘
田
数
箇
所
祭
田
今
謂

才
田
其
一
也
以
充
祭
祀
之
料
遍
照
大
師
亦
自

刻
毘
盧
普
門
之
妙
像
別
建
五
層
之
制
底
安
置
斯
尊
而
牓
塔
輪
寺
後
俗
呼

大
日
堂
以

為
一
乗
之
奥
院
樹
冊
瑜
伽
之
道
場
自
爾
以
還
吾
呬
耶
蔵
之
法
水
洋
々
普

灑
於
萬
國
渤
駄
耶
乗
之
化
用
蕩
々
常
溢
四
海
郷
縣
受
福
懸
超
雲
夢
之
澤

民

得
益
卻
齋
隨
意
之
玉
國
家
昇
平
之
善
祷
共
江
流
無
渇
王
侯
攘
災
之

鴻
祈
與
山
壑
無
絶
大
悲
妙
感
應
于
聲
不
唐
経
鉢
遺
香
熏
于
刹
斯
新
涼
燠

時
移
今
不
如
其
初
星
霜
循
環
再
有
復
被
始
乎
興
廃
有
時
出
没
隨
運
今
依

古
老
之
所
伝
聊
記
其
顛
末
耳

長
享
二
歳
六
月
初
八
日

（
注
）

（
１
）『
神
と
仏
に
祈
る
山
―
木
山
寺
社
史
料
の
ひ
ら
く
世
界
―
』（
中
山
一
麿
編
、

法
蔵
館
、
二
〇
一
七
）

（
２
）
釈
迦
院
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
豊
島
修
「
鉢
多
羅
山
若
王
子

釈
迦
院
と
庶
民
信
仰
」（『
大
谷
學
報
』第
六
十
八
巻
第
四
号
、一
九
八
九
．二
）

が
あ
る
。

（
３
）注
1
収
載
、中
山
一
麿「
伝
受
史
料
か
ら
み
る
木
山
寺
経
蔵
の
史
的
一
端
」。

（
４
）『
新
修�

池
田
市
史
』
な
ど
参
照
。

（
５
）
龍
珍
は
高
野
山
釈
迦
文
院
信
海
房
龍
珍
の
こ
と
（「
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析

負
輯
」『
真
言
宗
全
書
第
三
十
五
巻
』）。
一
部
の
伝
承
史
料
で
一
乗
院
が
釈

迦
院
末
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
釈
迦
院
と
釈
迦
文
院
の
混
同
に
よ
る
誤

解
で
あ
ろ
う
。

（
６
）
同
注
３

（
７
）
注
1
収
載
、
柏
原
康
人
・
中
山
一
麿
「
木
山
寺
所
蔵
の
日
光
院
・
増
長

院
旧
蔵
聖
教
と
真
躰
房
無
動
」。�

（
な
か
や
ま
・
か
ず
ま
ろ　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
招
へ
い
研

究
員
）


